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到花日数が短く，開花が安定している電照６～９月出し栽培に適した夏秋スプレーギク新品種を育成

電照６～９月出し栽培に適する夏秋スプレーギク｢サザンサマーピンク｣

普及対象・範囲

県内全域

・スプレーギクの夏季の安定生産において，暑さに強く，電照抑制による計画的出荷が可能な品種育成が求められている。
・６～９月出荷での到花日数が短く，夏の高温の影響を受けにくい淡桃系の夏秋スプレーギクを育成する。

成果の内容

背景・目的

期待される効果
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① 到花日数が短い
・ 既存のサザンシリーズよ
り収穫日が早いため，
農薬散布を１～２回減ら
すことができる
⇒ コスト削減，省力化

・ 桃系「サザンチェルシー」
等より早く出荷できる
⇒ 出荷時期の分散化

・ 黄系早生品種「サザンラ
イク」等と同時期出荷が
できる ⇒ 有利販売

【品種の特徴】

○花弁色は淡桃色で，緑心のシングルタイプ
○立葉性で，草丈伸長性に優れ，切り花重も重い
○ フォーメーションが時期を問わず安定
○到花日数は６月出し栽培で４３日，８月，９月出し
栽培で５２，５３日と，他品種に比べて短い

○過去３ヶ年間（２６～２８年度）の８月出し栽培に
おける到花日数の年次変動が小さい

【品種育成までの経過】

○平成２４年度に交配，２５年度に個体選抜し，
２６年度に系統選抜

○ ２７，２８年度に花き部，徳之島支場，フラワー
センター，現地（曽於，大隅，姶良，沖永良部）で，
系統適応性検定および現地適応性検定を実施し，
生育特性や切り花品質が優れた系統として評価

○ ２８年度に品種登録出願
○ ２９年度，「サザンサマーピンク」として出願受理

○ 離島を含む県内全域（平張栽培，ハウス栽培、露地栽培）で栽培しやすい桃系品種として普及拡大する。

サザンサマーピンク
の花容・草姿

花の拡大
立弁で緑心が美しい

② 到花日数の年次変動
が小さい

・ 計画的な出荷ができる
⇒ 相対，有利販売


